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4月の人口の動き

出生男16女21計37

死亡“21々22“43

転入“100々109々209

転出々109“130ク239

世帯数10，313（前月＋21）

人口42，636（前月－36）

男20，573女22，063

さわやかに銀輪は走る

邑出感ゐ2M腿扁M乙L

「健康な体力づくりと自転車の正しい

乗り方を身につけよう」と、市教委、体

協の共催で風薫る5月16日、市民サイク

リング大会が開かれました。

　

小学校4年生以上という呼びかけで、

9歳の少年から63歳のおじいさんまで総

勢約50人が参加する盛況でした。

　

午前9時、「がんばってー」の声援を合

図に市役所前をスタート。澄んだ空気を

胸いっぱいに吸い込んで、若葉そよぐ奥

越路をペダルも軽くさっそうと愛車をと

ばします。

　

西部バイパスをグルッと回って上庄小

学校で一休みし、蕨生小学校では昼食後

ソフトボールに興じるなどレクリエーシ

ョンを楽しみました。

　

帰りはゴールの市民会館まで全長32

‰昌のコースを全員か完走して、午後2

時過ぎ解散しました。この大会に毎年参

加している宮内健さん（63歳、日吉町）

は、「新緑の中を疾走するのはそう快な気

分だし、健康づくりにも適している。こ

れからも毎年参加します」と息をはずま

せていました。また最年少の宮西晃君

（有終南小4年）はお父さんと一緒に初参

加しましたが、「昼食後のソフトボールな

ど楽しい一日だった。この次はお友達を

たくさん誘って参加します」と目を輝か

せていました。（写真は西部バイパスを

軽快に走る一行）
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郷土の歴史を後世へ

　

先人が残してくれた貴重な史料

や、お年寄りの口から目へと伝え

られてきた民話・民謡などが、年

とともに失われていくのは郷土の

損失。せめてわれわれの予で今の

うちに保存対策を考え、後世に伝

えていこうーと最近各地で郷土

史編さんへの動きが高まっていま

す。

　

そこで、各地の実状のいくつか

を紹介しましょう。
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小山地区で

はいま「小山

郷土誌」の編

集が湛められ

ています。

　

昭和43年ご

ろ、地区民の

間で「地元の

分化遺産をま

とめよう」と

力活か出て、

な川令弥さん

（68歳ド西）

らの提咄がき

っかけとなっ

て地区区長会

の賛成を得、

編集雅業に取りかかりました。

現在、編集を担当レごいるのは安川さ

んと斉藤庄吉さん（74歳、h汲）、松田芳

栄さん（69歳、千歳）田中栄さん（71歳

新庄）の4人です、安川さんが沿革と総

説を、斉藤さんが風俗・宗教・産業、松

川さんが人物・教育などを受け持ちこれ

に田中さんがいろいろなかたちで協力

しています。郷土誌づくりに取り組んだ

のは、①このままでは民家にある古文が

類がいつか無くなってしまう2若い人

は地元の歴史に無関心すぎる3後世に

いろいろなことを伝えていくのは白分た

ちの務め￥などと考えたから

だといっっています。

　

小山地区は古い社寺を中心に

古墳や遺跡も多く、特に一昨年

秋、右近次郎遺跡が縄文中期の

遺跡としては県下最大の規模で

発兄され、文化財保護の意識が

高まったことも見逃せません。

　

編集方針は「大野のあゆみ」

に倣い、江戸時代以降を重点的

に取り上げることにしています

　

委員長の安川さんは「小山村

は難治村といわれ、歴代村長は

短命であったことなど面白いこ

とが発兇できる」と興昧深げ。

　

また斉藤さんは「古文書の解

読にはひと苦労しました」など

と話していました。 黒谷観音の由来を調べる安川さんら

照誤荒のを谷芙能

民謡250種を集大成

3年間の努力が実る

　

文化の里づくり事業推進委員会（委輿

長斉藤秀雄文化協会長）では、近く「奥

越前の民俗芸能」を出版する準備を進め

ています。

「奥越前の民俗芸能」は、大野地方に

占くから歌い継がれてきた「わらべ歌」

「作業歌」や民謡の踊り方などを網らし

たもので、すでに出版されている「大野

の民俗芸能」をさらに広く深く調査して

250種を集大成しました。

　

本河の特徴は、民俗芸能のみに焦点を

しぼり、専ら古老の生の声とお年寄りが

舞う素朴な身振りをそのまま再現したと

ころにあり、歴史ブームの中では非常に

ユニークな試みになっています。

　

当市は昭和46年8月、県教委の提唱で

文化の里づくり事業推進委員会を発足さ

せました。

　

民俗芸能はそ

の歴史上不明な

点も多いが、永

い歴史の中で素

朴な人情によっ

てぱぐく主れて

きたものだけに深い味わいと郷愁頑票い

私たちに限りない愛着を覚えさせます・

このような文化遺産も、古老が少なくな

るにつれて忘れ去られていきます。「後

世に引き継ぐには、いまのうちに収録し

ておかないと印」という観点から始められ

ました。

　

調査G17人が3年間、カメラ、テ～プ

レコーダーを持って古老宅を訪ね1日Jつた

り、県外まで出向いて「これはL落ちこ

ぼれがない」というところまで集録しま

した。

　

編集委輿らは「大野地方特有のものと

厄地方から移入されたものとの振り分け

やら、古老の歌う文句の聞きとりと、そ

の採譜作業には苦労した」と話していま

した。
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郷土史「土

庄のあゆみ」

の編集はほぼ

終わり、早け

れば今月中に

も印刷にかか

れる見通しで

す。A5判お

よそ300頁の

大作になる予

定です。

　

発端は昭和

46年、県営土

庄圃場整備事

業が始まる直

前、公民館運営審議会で郷土史編さんの

話が持ち上がりました。現状のままでは

古文書や民話、民謡などの貴重な資料が

失われていくばかり。これらの資料をま

とめ、若い世代へ引き継こうというのが

理由でした。

　

編集委員は15人。井尾公民館長が委員

長となり、各部落ごとに古老1人を編集

協力者とし、部落に伝わる伝説や民謡な

どを日授してもらいました。

　

編集方針では、原始時代から江戸時代

までを「まえがき」にまとめ、資料の比

較的豊富な江戸末期以降はできるだけ詳

細に記述することにしました。伝説、民

話などを多く取り入れ、写真もふんだん

に使うなど全体に読みやすくし、上庄の

人情風俗など郷土色豊かなものを柱とし

て、興味深いものにまとめています。例

えば、「美しい山と川の土庄」で始まり。

　

「時の流れと土庄」から「百姓生活のう

つりかわり」「若い衆の娯楽」「青年学校の

あゆみ」などといった具合です。

　

斉藤健太郎さん（61歳、今井）は「編

集長としては3代目。初代の竹内さんは

病死され、2代目の山田諭さんは手首の

痛みの悪化で辞退されるなどハプニング

が続出…」と苦笑しながら「史実に基づ

かないものの真偽を見分けるため、何回

も委員で討議を重ね、さらに専門家の意

兄を求めるなど資料採用には細かい神経

を使った。とにかく：h庄のよさを伝えて

いきたい」と史料をまとめる立場で苫七ヽ

の一端を披露していました。

を鬼調谷

査川すの

る砂編防

集工委記

員念

　

碑

？匯叶｛

全8巻めざして作業始まる

　　　

資料提供に協力を

　

大野市史編さん事業は、4月1日から

fi終南小学校に市史編さん室を設けて本

格的な編さん作業をスタートさせました

　

この事業は、昭和49年7月市制20周年

を迎えたのを記念して取り組まれたもの

で、市史編さん室事務局長に俵勇氏（前

1こ庄中学校長）が起用されました。

　

今年度の予算は、482万8，000円でカメ

ラ、ミニコピー

マイクロオート

リードブリンタ

ーなど主に資料

の複写に必要な

機器を整備する

予定です。

　

編さん委貫は昨年8月に吉田森委員長

以下7人の郷土史家が委嘱され、去る4H

1日の第1回市史編さん委員会に引き続

き、5月13日に第2回目を開き編さん方

法などを検討した結果①通史編は総説

と各説の2巻とする2資料編は史料総

説編、金石文編、社寺文書編、諸家文書

編、藩政資料編、図版写真集の6巻にま

とめることになりました。

　

また、仕事の分担では編さん委員が資

料の収集・調査●研究を、編さん室が史料

の調査・収集●記録及び保管と市史の発

行計画の樹立をすることにしています。

　

市史監修者には広島大学の重松教授

　

（前福井大教授）を充て、編さん室では

　

「一一への二年の間には、せめて社寺文書編

の1巻だけでもぜひ出版したい」と意気

込んでいます。

　

市史編さんは何百年に1呵という大事

業だけに、編さん室では「最も精確を期

し、悔いのないものを作っていきたい。

　

そのためにも町方、村方に眠っている

古文書などの貴重な資料を出来るだけ多

く兄せてほしい」と市民の協力を呼びか

けています。

編さん作業に取り組む俵局長

スマイル

　　

「時の記念日」

チッコク、チッコク、チッコク

　　　　　　　　

一一大野時間
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あなたの家庭からは1日にどれくらいのゴミが出ますか。昨

年度の市の統計では1世帯当たり1日平均3，938rになってい

ます。ゴミは生活様式が高度になればなるほど多くなり、質的

にも多様化し、家庭でも社会でもその処理が問題になっていま

す。5日から11日までは環境週間です。この機会に゛ゴミlに

ついてみんなで考えてみましょう。

「
分
別
収
集
」
は
7
月
か
ら

　
　
　

不
燃
物
、
市
内
全
域
が
週
一
回
に

　

市街地のゴ

ミ収集は、7

月5日から可

燃物（燃える

もの）と不燃

物（燃えない

もの）を分け

て集める「分

別収集」にな

ります。

　

この方法巻

取り入れるこ

とによって収

集の能率が上

がり、市内全

域への収集回

数を増やすこ

とが出来ます

　

また、処理

作業がやりや

すくなるばか

りでなく、作

業員の安全や

焼却炉の保護にも役立ち、多くのメリッ

トがあります。

　

可燃物は市であっせんしているビニー

ル袋につめて、収集日の午前7時30分ま

でにステーションへ出して下さい。収集

日は従前どおりで週2回行います。

　

ビン類、カン類、鉄くず類等の不燃物

は、ダンボールやビニール袋などで運び

やすく、しかも危険がないように包装し

て、収集日の午前7時30分までにステー

ションへ出して下さい。その際冷蔵庫、

洗たく機、テレビ、自転車などの粗大ゴ

ミは処理手数料が必要ですから、氏名、

住所を記入願います。

　

収集日は週1回で、市街地は冬期間に

行っていた曜日の翌日（例えば月曜地区

は火曜日に、土曜地区は月曜日）になり

ます。

　

また、村部の不燃物収集はこれまで月

2回でしたが、週1回になります。

　

下庄地区は月曜日（現在のゴミ収集地

域は除く）、乾側地区は火曜日、上庄地区

は水曜日、小山地区は木曜日、富田●五

箇地区は金曜日、阪谷地区は土曜日です 不燃物、可燃物を混ぜないように

アイデアママさん

残菜で有機肥料づくり

　　

ゴミ搬出は月1回

　

ゴミの処理をいろいろと工夫し、残菜

などの土に返せる物は有機肥料に積極的

に生かしている人がいます。

　

坪内好子さん（3b歳、月美町）で家庭

では残菜や魚骨、卵のからなどを入れる

袋、紙クズ袋、ポリ容器や木クズなどの

袋、ビン、カン類など不燃物の袋の4種

類を置き、種類別に

処理をしているので

ゴミをステーション

へ出すのは1ヵ月に

1回程度というアイ

デアママさんです。

　

残菜は畑に直径1

に程の穴を掘ってそ

こにため、たい肥に

生かします。また、

紙クズなどは灯油カ

ンに穴をあけて燃や

し、その灰は土に返

えしています。

　

ですからゴミ収集

車に出すのは、家庭

で処理しにくいポリ

容器や木クズなどの

し四て種

い類るの

坪ゴ内ミ

好袋子を

さ置んき

　

処

　

理

可燃物とビン、カン、鉄類の不燃物だけ

ですo

　

坪内さんは「家庭の中から一番多く出

るゴミは残菜で、これを有効に生かせば

得がたい有機肥料になりますし、ゴミの

減量運動にも協力出来て一石二烏です」

と語っていました。
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ヤング高原会員

円山公園守って3年

゛ゴミの持ち帰り運動心を強調

毎週1回清掃奉仕を続けているヤング高原会員

　

日曜日や祝日明け

の円山公園には、弁

当がらやジュースの

空きカンなどがあた

り一面に散らばり、

その不潔さに驚かさ

れます。

　

これを足掛け3年

間毎週1回清掃作業

を続けているのが阪

谷地区の青年で組織

している゛ヤング高

原lの人たちです。

　

青年たちは午前6

時に公園に集まり、

ゴミを可燃物と不燃

物に分け、手際よく

ビニール袋にこん包

していきます。

　

若葉のかぐわしい朝風をよそに、作業

する手元からはゴミ特有の悪臭が鼻を突

き女子会員の1人は「朝の食欲がなくな

る」と苦笑していました。

　

会長の三足義光さんは「地元にある公

園を少しでもきれいにするのは青年の務

めと思って清掃活動を続けています。公

園を利用する大半の人は心ある人々で、

ゴミかごの中かその付近にかためで帰ら

れます。しかし、その後に野犬があさっ

たり、風でゴミが四方に散ったりして、

翌日には手のつけられないような状態に

なってしまいます。このような自然公園

を守る最もよい方法は、利用者が自分で

ゴミを゛持ち帰る之ことで、これからは

ぜひ実行してほしいですね」と、ゴミの

持ち帰り運動lを強調していました。

空
地
に
「
家
庭
菜
園
」
を

　
　

肥
料
は
自
家
製
た
い
肥
で

　

庭の片すみに「家

庭菜園」をつくり、

家族で育てた時季折

り折りの野菜料理で

食卓を囲むのも楽し

いものです。あなた

もぜひ試みて下さい

　

その際なるべく化

学肥料に頼らず、台

所から出る残菜など

を生かした有機質の

肥料で栽培したいも

のです。そこで、だ

れにでも出来る易し

いたい肥作りの方法を紹介しましょう。

　

〈易しいたい肥作り〉

1．一辺1に、深さ50～60シの四角形の

　

穴を掘り、ふたを作る。

2．その中に残菜等を毎日人れ、必ずふ

　

たをする。

3．残菜等が厚さ10ぐぐらいになったら

　

石灰と土を混ぜ、その上に厚さ1ヅぐ

　

らいかける。

4．残菜、石灰と土、残菜、石灰と土、

の積み重ねを繰り返す。

5。穴がいっぱいになったら、上部と下

　

部が反対になるように切り替えし、通

　

気孔を二、三ヵ所作っておく。

6．2～3週間後にまた切り替えす。こ

　

のころには発酵熱が発生する。

7．その後2～3週間で完熟たい肥になる

大島雌齢

図）

秋葉山常夜燈

　

秋葉山大権現と呼

ばれて庶民から信仰

されているのは、静

岡県周智郡にある秋

葉山にまつられてい

る「三尺坊」のこと

です。三尺坊は修験

者で、秋葉山を開山

し、種々の秘法を行

って火防の利益を示

したといわれ、「火

防鎮護」の神として

知られています。

　

度々の大火に苦しんできた大野の町

人が、七間通引こ「灯葉山常夜燈」を

建立して泌防祈とう」を行ったのは、明

治21年の大火後と伝えられています。

　

祭日には仮殿を作

り、町を挙げて盛大

な火防祭が行われま

した。

　

常夜燈は最初三番

辻に、次に二番辻へ

移され、現在は春日

二丁目の稲山工場横

に建立されています

　

青銅製の実に立派

な灯ろうで、文化財と

しての価値十分です
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上海市の工人新村幼稚園で大観迎を受ける寺島市長

市
長
中
国

親
善
訪
問

国づくりの意欲に感心

　

寺島市長は中日友好協会（層承志会長）

の招きで、日本海沿岸自治体首長第一次

友好訪中団（団長板垣清一郎山形県知事）

の一員として4月19日に訪中、2週間に

わたる日中友好親善の全日程を終えて、

5月2日に帰国しました。

　

帰国報告の記者会見で訪中の印象を次

のように語りました。

　　

「招待されたのを機

に、日中友好促進のた

め訪中し、北京、天津

西安、上海の4市とそ

の周辺の農村の様子などを見てきました

　

中国はいま、新国家建設の意欲に燃え

体制の違いはあるが、国民はみんな明る

く勤勉で、しかも大変友好的です。国家

も古い物を大切にし、文化財として保存

に力を入れているのに感心しました。北

京の大地下壕や大港油田のスケールの大

きさも印象的でした」

．お知らせ

◆市税の前納報奨金制度の利用を

　

固定資産税、市民税、国民健康保険税

には、年額を一括して納めると得な前納

報奨金制度があります。

　

一括前納めしますと、税額の100分の

1に納期前の月数を乗じた額が交付され

ますので、ご利用下さい。

◆市民マラソン大会に参加しよう

　

市民マラソン大会が6月13日（日）午

前9時から市民グラウンド（開成中旧グ

ラウンド）から国道157号線で、2゛。、

4≒、6≒、12≒工の各コースを設け行

われます。

　

男、女とも小学5、6年生、中学生、

高校生、一般人を対象として、自分の体

力に合ったコースを選んで参加すること

になります。小学、中学生の場合は親の

同意が必要です。参加希望者は6月10日

　

（木）までに市体育課（6－1111内線4

06）へ申し込んで下さい。

◆あなたの声を県政広聴員に

　

昭和51年度の県政広聴員に次の方々が

委嘱されました。広聴員は県政に対する

県民の意見や要望をまとめて、県行政当

局に伝達する役割りをします。

　

あなたの意見、要望を近くの広聴員に

お寄せ下さい。敬称略

　

斉藤正義（春日2丁目）、中島美代子

　

（有明町）、山田行雄（元町）、山岸利

志子（泉町）、斉藤甚右衛門（大矢戸）

北山由美子（牛ケ原）、吉田隆太郎（鍬

掛）、伊東敬一郎（猪島）、朝国喬（富

島）、佐々木和子（木落）、田中豊（花

房）、前田清（西勝原）

◆農業委員選挙は6月24日

　

任期満了に伴う大野市農業委員会委員

一般選挙は、次の日程で行われます。

6月4日（金）午後1時30分

　

立候補予定者説明会（市役所談話室）

14・15日午前8時30分～午後5時

　

立候補届出受付（市選管事務局）

24日（木）午前7時～午後6時

　

投票（市内17投票所）

◆ご意見、苦情を環境モニターへ

　

昭和51年度の県の環境モニターは次の

方々です。環境問題（公害など）につい

ての相談や市民の意見、要望を県行政に

反映させる役割をします。

　

ご意見、苦情等がありましたらお寄せ

下さい。（敬称略）

　

広瀬竜輔（元町）、伊藤武治（元町）

幅口紀子（有明町）

◆献血に協力を

8日（火）大野商工会議所前

18日（金）北陸電力大野電力所前

時間はいずれも午前10時～午後3時

　　

今月の納税

市、県民税国民年金保険料

　　　

第1期分

30日までに納めて下さい。

1軍1日．i町

　

前
号
の
本
欄
に
書
い
た

自
然
の
開
発
と
破
壊
の
宿

命
的
な
問
題
に
つ
い
て
、

そ
れ
を
ど
う
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
、
に
関

し
て
い
ま
少
し
触
れ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
現
代

文
明
を
背
負
っ
て
立
つ
わ
れ
わ
れ
の
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
ま
た
正
し
い
文
化
史
観
の
確
立
が

強
く
要
請
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
？
例
え
ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
敷
き
つ
め
ら
れ
た
道
路
の
一
角
の
切
れ
目

の
中
に
、
一
茎
の
ス
ミ
レ
や
タ
ン
ポ
ポ
の
花
を

見
つ
け
る
鋭
敏
な
美
的
感
覚
や
、
騒
音
の
中
で

も
一
瞬
に
聞
く
鳥
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
神
経
が

わ
た
し
た
ち
に
は
あ
る
は
ず
だ
。
む
し
ろ
そ
れ

は
本
能
的
な
人
間
の
本
性
で
も
あ
る
。
？
世
の

中
が
忙
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
人
間
の
郷
愁

は
強
い
反
応
を
示
す
。
先
ほ
ど
開
か
れ
た
探
鳥

会
に
も
、
年
々
参
加
数
は
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と

な
ど
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
鳥
の
姿
は
見
極

め
ず
と
も
、
そ
の
さ
え
ず
り
の
高
低
や
、
長
短

は
I
と
き
た
り
と
も
一
様
で
は
な
い
。
そ
れ
が

生
き
て
い
る
証
拠
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
感
じ
と
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
の
心

の
豊
か
さ
は
ま
こ
と
に
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で

あ
る
。
学
習
に
追
わ
れ
る
児
童
生
徒
や
、
仕
事

に
忙
殺
さ
れ
る
大
人
た
ち
も
、
そ
れ
に
押
し
流

さ
れ
る
の
で
は
真
の
人
間
的
な
生
活
と
は
い
え

な
い
。
？
季
節
の
推
移
は
I
と
き
た
り
と
も
停

滞
し
て
い
な
い
。
「
年
年
歳
歳
花
相
似
た
り

歳
歳
年
年
人
同
じ
か
ら
ず
」
と
述
べ
た
詩
人
に

も
、
必
ず
や
年
々
歳
々
花
の
同
じ
か
ら
ず
を
看

破
し
た
眼
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
急
テ
ン
ポ
に

移
り
変
わ
る
自
然
の
景
観
の
中
で
、
変
わ
る
も

の
と
変
わ
ら
な
い
も
の
、
そ
れ
は
一
体
何
な
の

か
、
変
わ
ら
ざ
る
「
い
の
ち
」
の
存
在
を
問
い

た
い
も
の
で
あ
る
。
（
M
生
）
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